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広報とうのしょう 2010.4 ６

鑑
賞
の
ツ
ボ

　
各
地
域
が
繰
り
広
げ
る
さ
ま
ざ
ま

な
芸
能
。
笛
や
太
鼓
の
音
色
、
艶
や

か
な
着
物
で
の
舞
い
姿
は
、
日
本
の

「
美
」
と
「
祭
り
」
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

　
神
幸
祭
全
体
の
雰
囲
気
を
楽
し
む

の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
他
地
域
の

芸
能
が
一
同
に
会
す
る
神
幸
祭
で

は
、
各
団
体
の
こ
だ
わ
り
を
知
る
と

よ
り
祭
り
を
楽
し
め
ま
す
。

　
神
幸
祭
に
向
け
、
い
ち
早
く
芸
能

の
練
習
に
取
り
組
み
始
め
た
石
出
の

お
二
人
に
芸
能
鑑
賞
の
ツ
ボ
と
心
構

え
を
伺
い
ま
し
た
。

　いろいろな出し物の一つ一つの道具、衣装は
担当がこだわって丁寧に作りました。そのほか
全体の流れや裏方の動きなど、華やかな部分だ
けでなく、地域全体が一つになっている姿、チ
ームワークも見てほしいと思います。石出は、
総勢 230 人がお供します。神幸祭に向け、多数
の部門に分かれて区民全員が協力して準備や練
習をしてきました。自分の役割を意識して、自
信を持って本番に臨みます。後はお客様の目と、
温かい大きな拍手が出演者を育てます。見る人
も参加者です。出演者はのびのびと、観客はお
おらかに、この祭りを楽しめたらいいのではな
いでしょうか。

　踊りの曲には、それぞれストーリーがあります。
厳粛な曲、元気な曲、伝統の曲。それぞれの雰囲
気に合わせた振りがあり、小物があります。ご祝
儀踊りはしっかりと、テンポの良い曲は楽しく笑
顔で踊ります。観客の皆さんもその曲の雰囲気を
踊り手と一緒に楽しんでください。石出は、昨年
11 月から練習を始め、皆さん大分上達してきま
した。あとは本番で、踊りを楽しめるかどうか。
踊り手の高揚感や喜びが見ている人に伝わり、感
動していただけたら最高です。ゼロから始めた日
本舞踊。皆の練習の成果を感じてください。

踊　　り

石出芸能部長 林 　守さん

石出踊り師匠 林 清子さん

倉
く ら

　橋
は し宮

み や

　原
ば ら

県指定無形文化財

弥勒三番叟
（みろくさんばそう）

下座手踊り

弥
勒
三
番
叟

　
雷
神
社
（
旭
市
）
の
倉

橋
地
区
に
伝
承
さ
れ
る
芸

能
。
こ
の
三
番
叟
は
、
御

神
幸
全
体
の
露
払
い
と
し

て
進
む
。

　
浄
衣
・
袴
に
懐
中
烏
帽

子
を
か
ぶ
り
、
白
足
袋
に

草
履
、
手
に
は
御
幣
と
扇

子
を
持
つ
。
目
を
引
く
衣

装
が
、
日
本
の
伝
統
文
化

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

　
縦
に
並
び
舞
い
な
が
ら

進
ん
で
い
く
の
は
、
全
国

的
に
も
珍
し
い
。

　
昭
和
42
年
、
千
葉
県
指

定
無
形
文
化
在
に
指
定
。

下
座
手
踊
り

　
総
勢
30
人
の
下
座
が
、

多
彩
な
曲
目
で
祭
り
を
盛

り
上
げ
る
。
昔
か
ら
伝
わ

る
宮
原
の
流
儀
を
受
け
継

ぐ
音
色
を
楽
し
み
た
い
。

ま
た
、
神
幸
祭
に
向
け
て

皮
の
張
替
え
を
し
た
大
太

鼓
は
、
原
木
ケ
ヤ
キ
の
く

り
抜
き
を
使
っ
た
貴
重
な

一
品
。
明
治
時
代
か
ら
伝

わ
る
道
具
に
も
注
目
。

　
曲
に
合
わ
せ
小
学
２
年

生
か
ら
一
般
女
性
ま
で
の

50
人
が
、
華
や
か
に
舞
い

踊
る
。

【
下
座
】

大
漁
節

御
神
幸

熱
海

大
和

磯
部

吉
野
囃
子

日
の
出
囃
子

早
打
ち
囃
子

津
島
く
ず
し

中
山

ヒ
シ
囃
子

【
手
踊
り
】

大
漁
節

御
神
幸

熱
海

大
和

磯
部

チ
ャ
ッ
キ
リ
節

保
田
節
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芸
能
に
欠
か
せ
な
い
道
具
。
神

幸
祭
で
は
、
ど
の
地
域
も
昔
な
が

ら
の
伝
統
を
守
り
、
前
回
の
経
験

者
や
世
話
人
な
ど
が
、
20
年
に
一

度
の
晴
れ
舞
台
に
備
え
、
旗
や
小

道
具
を
手
作
り
し
て
い
ま
す
。

　
芸
能
の
練
習
や
仕
事
で
忙
し
い

若
手
を
裏
で
支
え
る
の
は
、前
回
、

前
々
回
の
神
幸
祭
を
経
験
し
た
人

た
ち
で
す
。

祭
り
の
舞
台
裏

  

羽
計
の
道
具
作
り

　
大
名
行
列
を
行
う
羽
計
区
で

は
、
多
数
の
特
別
な
道
具
が
必
要

で
す
。
練
習
に
備
え
て
、
昨
年
11

月
27
日
に
役
員
が
集
ま
り
、
時
間

を
か
け
て
道
具
の
手
入
れ
を
し
ま

し
た
。
す
べ
て
が
昔
な
が
ら
の
手

作
業
。
演
者
が
使
い
や
す
い
よ
う

に
考
え
な
が
ら
道
具
が
整
え
ら
れ

ま
し
た
。
丁
寧
に
保
存
し
て
あ
っ

た
20
年
前
の
道
具
た
ち
が
お
色
直

し
さ
れ
、
再
び
輝
き
を
取
り
戻
し

ま
し
た
。

　
神
幸
祭
に
関
係
す
る
使
者
や

使
者
受
け
ら
約
２
０
０
人
が
一

同
に
集
ま
り
、
２
月
14
日
㈰
に

東
庄
町
町
民
体
育
館
で
合
同
練

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
銚
子
市
内
に
設
け
ら
れ
る
15

の
関
所
関
係
者
が
見
守
る
中
、

宮
本
が
使
者
受
け
の
見
本
と
な

り
、
練
習
し
ま
し
た
。
町
内
の

使
者
を
中
心
に
本
番
さ
な
が
ら

の
実
演
は
、
２
時
間
以
上
に
わ

た
り
ま
し
た
。
使
者
を
迎
え
る

関
所
の
担
当
者
は
、
各
地
域
の

特
徴
を
覚
え
よ
う
と
、
カ
メ
ラ

で
記
録
し
た
り
、
口
上
や
動
作

を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

使者・使者受け合同練習

地
域
の
声
・
取
材
の
目

　
20
年
に
一
度
の
お
祭
り
。
20
年
ぶ

り
に
復
活
す
る
伝
統
芸
。
伝
統
を
受

け
継
ぐ
地
域
は
、
実
施
に
至
る
ま
で

は
紆
余
曲
折
。
練
習
が
始
ま
っ
て
か

ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
よ
う

で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
い
ろ
い
ろ

と
生
じ
る
課
題
こ
そ
、
薄
れ
つ
つ
あ

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
深
め
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
取
材
を
す
る
中
で
、
ど
の
地
域
に

も
共
通
し
て
い
た
の
は
、
人
口
減
少

に
よ
る
人
手
不
足
と
景
気
低
迷
に
よ

る
資
金
不
足
に
悩
む
声
で
し
た
。

　
ま
た
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
働

き
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
り
、

以
前
と
は
様
子
が
変
わ
っ
た
と
い
う

こ
と
も
多
く
聞
き
ま
し
た
。
地
域
を

あ
げ
て
の
行
事
と
い
え
ど
も
、
勤
務

先
の
休
み
が
取
れ
な
い
。
行
事
に
対

し
て
社
会
的
な
協
力
が
得
ら
れ
に
く

く
な
っ
た
。
時
間
に
余
裕
が
な
い
。

交
通
に
関
す
る
手
続
き
が
複
雑
に

な
っ
た
。
行
事
に
対
す
る
公
的
な
支

援
は
な
い
の
か
…
…
な
ど
で
す
。

　
こ
の
よ
う
中
で
、
無
心
に
頑
張
っ

て
い
た
の
は
、
若
者
や
他
の
地
域
か

ら
嫁
い
で
き
た
人
た
ち
で
す
。
初
め

て
経
験
す
る
行
事
を
楽
し
み
、
地
域

の
ス
タ
イ
ル
を
受
け
入
れ
よ
う
と
、

必
死
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
当

初
恥
ず
か
し
そ
う
に
丸
め
て
い
た
背

中
が
だ
ん
だ
ん
と
自
信
に
満
ち
、
３

月
末
に
は
「
や
る
し
か
な
い
」
と
背

筋
が
伸
び
て
い
ま
し
た
。
練
習
の
雰

囲
気
も
徐
々
に
明
る
く
な
り
、
地
域

に
新
し
い
力
が
満
ち
て
い
く
の
を
感

じ
ま
し
た
。

　
皆
で
や
り
遂
げ
た
一
大
行
事
は
里

の
力
を
強
め
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
力
は
、未
来
へ
の
課
題
を
解
決
し
、

地
域
の
ス
タ
イ
ル
と
感
動
を
つ
な
げ
ら

れ
る
は
ず
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
姿
を
多

く
の
人
に
見
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

①

② ⑥

⑤

④

③

①慣れた手つきで縄をなう②傘
回しの芸で使う傘に色を塗る。
前回師匠が思いをつなぐ③勘定
奉行が乗る馬につける鞍の手入
れ④先箱も色を塗りなおし「鶴」

「亀」を表す紫の飾りをつける
⑤少年少女の弓隊が持つ弓矢を
作る。色紙や竹などを工夫して
丁寧な手作業で行われる⑥少年
少女が持つ鉄砲を作る。20年
前に使用した物を活用し色を塗
り直して組み立てる。 平成21年11月27日　羽計青年館には、貴重な道具がずらりと並んだ




